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同
駒

伊
東
彦
四
耶
耐
寿
翁

室
山
野
と
棚
山
野
の
開
発

愛
・
本
新
用
水
の
貫
通
に
成
功
し
た
翁
は

そ
の
後
、
文
化
十
コ
一
年
五
月
、
中
新
川
郡

加
積
村
宝
山
野
の
開
発
を
命
ぜ
ら
れ
、
翁

喜
ん
で
叉
此
の
難
工
事
に
当
ら
れ
、

早
月

川
の
上
流
蛾
股
絶
壁
の
地
を
う
が
ち
、

川

水
路
を
通
じ
て
、
速
に
百
二
十
余
町
歩
の

柴
田
を
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
叉
下
新
川

郡
山
崎
村
槻
山
、
現
花
の
朝
日
町
山
崎
地

区
閥
山
の
開
拓
も
此
の
頃
主
伝
え
ら
れ
て

い
る。× 

× 

x 

× 

× 

× 

写
真
説
明

雅

翁
は
加
賀
藩
に
仕
え
て
、
地
方
の
開
発

に
尽
さ
れ
た
功
は
実
に
偉
大
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
以
上
述
ベ
た
通
り
で
あ
る
が

叉
一
一
山
肌
胞
の
道
に
も
一

家
を
成
し
て
居

ら
れ
た
こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

文
政
二
年
六
月
、
翁
の
六
十
三
才
の
時

十
村
役
二
十
六
人
と
共
に
箸
修
時
正
の
為

と
て
、
十
村
役
を
免
ぜ
ら
れ
て
、
能
鷲川問

に
流
さ
れ
た
。
然
し
翌
三
年
六
月
、
そ
の

こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
が
証
せ
ら
れ
て
、

ゆ
る
さ
れ
て
帰
凶
、
十
村
役
に
復
職
し
て

M
ら
れ
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

加
賀
の
千
代
厄
と
俳
句
の
道
に
交
友
さ

れ
、
ザ向い蕪翁
の
北
陸
路
通
泊
の
跡
を
顕
臨

す
る
な
ど
し
て
、

泊
地
方
の
俳
諸
人
を
指

導
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

叉
交
政
五
年
、
泊
町
に
大
安
土
寸
を
建
立

し
て
剃
援
し
て
僧
と
な
り
、
同
寺
に
御
霊

所
を
作
り
、
前
田
治
備
会
の
位

牌
ム
マ
安
慢
し
て
之
に
仕
去
、
か

た
わ
ら
、
求
、遣
に
本
精
進
せ
ら

れ
て
、
そ
の
奥
識
を
概
め
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
今
円
に
そ
の

手
作
り
の
茶
杓
な
E
潰
っ
て
、

当
時
安
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て

い
る
。
又
横
道
に
も
達
し
て
居

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

之
等
の

こ
と
に
つ
い
て
は
尚
多
く
の
研

究
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

風

の

遁

二
O
日

二
八
日

一O
日

一
一
日

一
一
一
日

一
四

U 町

政

日
ささ公

111む‘

月

定
例
出
納
検
丘

町
議
会
旅
来
安
以
会

制
説
税
の
脱
別
会

品
業
主
・本
制
点
μ
審
を
会

宵
少
年
間
川
市
凶
設
会

H 
四
日

臨
時
町
議
会

選
挙
管
理
委
員
会

町
議
会
正
問
委
員
長
会

議選
挙
管
理
委
員
会

遺
族
会
長
会

町
議
会
総
務
委
員
会

定
例
町
議
会

町
議
会
交
問
中
委
員
会

j
j
i－－
 

（
右
）

翁
愛
用
の
書
見
台

そ
の
上
に

の
せ
て
あ
る
の
は

翁
の
手
作
句
の
茶
約

彦
四
郎
翁
の
真
蹟

ハ
泊
荒
川
大
安
寺
所
藤
〉

生
活
即
台
所
代

通
ず
る
政
治

あ
の
町
、
こ
の
村
で
も
議
会
の
傍
聴
者

が
少
な
レ
が
、
殆
ん
ど
皆
無
な
の
は
、

政
治
に
対
す
る
関
心
が
う
す
い
の
．
た
ろ

う
か
？

日
払
等
の
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に
、

有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
よ
り
よ
き

町
や
村
を
つ
く
る
た
め
に
如
何
械
に
施

策
が
な
さ
れ
て
い
る
か
？

わ
た
し
た
ち
の
代
表
に
ま
か
せ
き
り
で

ま
：：

そ
の
た
め
に
は
議
会
の
傍
聴
を

富
山
県
民
主
政
治
椛
進
述
胞
で
は
「
地

方
議
会
傍
聴
後
の
感
想
文
」
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。
詳
細
は
役
場
総
務
課
へ

問
い
合
さ
れ
度
い
。
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此
の
程
落
成
し
た
宮

明

埼
自
然
得
物
舘
の
門

Z見

標
石
、

元
文
相
松
村
謙
三
氏

真

筆
の
銅
板
及
北
日
本

写

百
選
の
銅
板
が
は
め

込
ん
で
あ
る

、，，事
、、a
，、、，，．、‘
a
’曹、
、a
’皿、‘，，．
、
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(2) 

第
九
回
臨
時
議
会
は
昨
年
十
－
月
三
十

日
招
集
さ
れ
昭
和
三
十
一
年
度
朝
H
町
才

入
歳
出
第
二
回
追
加
更
正
予
算
、
昭
和
三

十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
出

第
二
回
更
正
予
算
、
昭
和
三
十
一

年
度
笥

崎
自
然
博
物
舘
特
別
会
計
歳
入
議
出
第
一

－

回
追
加
更
正
予
算
比
び
字
名
改
称
並
に
区
一

域
変
更
の
件
の
四
談
笑
が
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

昭和幼年3月20日発行

第
十
回
定
例
議
会

は
符
年
十
二
月
二
十
四
日
招
集
さ
れ
、
当

局
よ
り
そ
れ
ん
1
1次
の
議
案
に
つ
レ
て
説

明
あ
り
、
木
年
一
月
十
八
日
ま
で
休
会
し

内
容
の
検
討
が
な
さ
れ
原
案
ど
お
り
抑
制
告

承
認
識
決
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
専
決
処
分
報
告
承
認
の
件

一
、
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当
及
び

薪
炭
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
件

一
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
の
件

ひさあ号19 第

て
土
地
取
得
の
件
（
農
業
セ
ン
タ
ー

営
林
饗
朝
日
事
務
所
）

一
、
土
地
取
得
の
件
（
小
川
中
学
校
公

園
運
動
場
敷
地
）

一
、
土
地
取
得
の
件
（
大
家
庄
保
育
所

山
崎
支
所
敷
地）

一
、
財
政
再
建
計
闘
の

一
部
変
貰
の
件

て

附

和
三
十
年
度
一
般
会
計
麟
入
践

出
決
算

て
昭
和
三
十

年
度
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
ハ
十
議
案
次
の
と
お
り
）

1

国
民
健
際
保
険
特
別
会
計

2

同
底
活
大
家
庄
診
療
所
特
別
会
計

3

同
笹
川
診
際
所
特
別
会
計

4

同
境
診
療
所
特
別
会
計

5

町
営
山
崎
診
療
所
特
別
会
計

6

宮
崎
自
然
偽
物
舘
特
別
会
計

7

南
保
外
二
地
区
間
水
特
別
会
計

8

泊
外
一
地
区
用
水
特
別
会
計

9
日
東
紡
績
伯
工
場
拡
張
敷
地
提
供

費
特
別
会
計

四
泊
病
院
敷
地
提
供
費
特
別
会
計

昭
和
三
十
二
年
朝
日
町
議
会
の
第
一
回
臨

時
会
は
一
月
三
十
日
に
招
集
さ
れ
、
次
の

三
月
三
十
一
日

凹

刀

一

日

（
午
前
九
時
よ
り
年
后
四
時
ま
で
）

H

制
民
間
日
り
は
判
明
日

j

j

｝

引

f

j

l

下
新
川
林
業
改
良
背
以
協
会

て

札
パ
山
引
け
町
林
法
改
良
協
議
会

下
新
川
県
事
務
所

て

後

援

初

日

町

て

山

山
樹
首
（
一
ニ
刊
に
掲
似
）
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豊
富
に
と
り
い
れ
た
献
立
を
つ
く
り
、
家

庭
に
お
け
る
食
事
の
欠
陥
を
補
う
よ
う
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。
力
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、

ビ
タ
ミ
ン
は
発
事
円
肥
盛
な
こ
ど
も
の
身
体

に
是
非
必
嬰
な
栄
蓑
索
で
、
こ
れ
が
不
足

す
れ
ば
骨
腰
、
歯
の
発
育
が
停
滞
し
、
こ

ど
も
の
身
体
が
弱
く
な
り
つ
や
っ
h
、
し
た

健
康
美
が
な
く
な
っ
て
発
測
と
し
た
活
動

が
出
来
な
く
な
る
。

完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
学
校
に
つ
い

て
見
る
に
、
合
理
的
な
食
生
活
に
よ
っ
て

こ
ど
も
の
休
位
が
向
上
し
位
康
が
進
め
ら

れ
、
偏
食
の
矯
正
、
食
生
活
の
正
し
い
恕

併
と
食
事
の
鼎
ま
し
い
習
慣
態
度
が
餐
わ

れ、

山
口
で
楽
し
く
会
食
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
豊
か
な
民
主
的
な
明
る
い
社
会
性
が
婿

わ
れ
教
育
上
大
き
い
貢
献
を
な
し
て
い
る

更
に
こ
ど
も
を
通
じ
て
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
食
生
活
改
善
に
推
進
力
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
町
内
の
学
校
給
食

は
充
実
し
つ
つ
全
町
学
校
に
及
ば
ん
と
し

て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

国

議
三
会
一二
便
三
り
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写
真
一
二

宮 I羽 J
崎保
（小小
朝今：学
日校校
町のの
教う ;t~.j
育れ型引
委し室
員い
ごλ 土A
ヲゴ >Ii口
）食
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全 年 ー な一 作意 えさといるにでさな II巴逃ては飼こ出い＊
をは / つ j 聞 し てれい。。もあれる守さい有「育と来が符
WJや 七 て七 のて 回るね 負るての i羽ずる部がが易協土

及にのうの柿（3）の色し無只II (Zl つ水にウ とち純 良（水こを 嬬梗な〈麿 まあ
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へ刑IIめな尚逃ど果すなか庭根ホど 自蒔代る斗ニプま大、ミ種臼氏－ ＊ラ＆ ；，.通子一一比ぬのミ育種と代
御にまい各、に樹。思ら菜午ウけ絡き問。二時ルき切っ’に子数） 邸｛立でのの 、、重。つ選のモ考は
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さはを虫進に を安耕備、青準 を自にか液かない 日 日れ売ー 硫い更た重る哀
い出：撒のの肥 良全すを五葉備作一一、（ らどる ー 数ば芽三 一安揮に良選べ苗
。協 布つがj料 くでとし寸の を り反 O叉水 消の馬 六五良す I 〆をそ比いをき代
の しい果を しすき て 人野 まさか分はー毒州鹿 いる 一 七三水ミ重苗行でで
相てたを施 て。必下参菜せ当 iご斗 し苗苗 二 に六二七ーを選を うあや
談駆木考し 呉灰ずさ、のうり十百にてを病 三 二 は% 00斗選を作。るる
所除にえて れはJik.い菜種 。十主情五蒔殺 、 二の 匁匁にばなる 。ベ
や予はま前 る土を。類ま 坪分液匁くすい こ 二＊ はねしに き
背防芽せ芽 もの施時き 二間（〉 こも二五 j分 きばよは で

るつかにノレ ー て森 ） 出

。三占禁号車 ......-... 高石鮪農森！叫泊言問問屋境生
森故に十 ン 4園田園圃圃h 研玉賢 ~t 業 ！珂 i佼 消 三時
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でとな二決 司司固F ラ入平家
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に
比
較
し
て
そ
の
減
牧
税
度
は
約
三
割
で

他
の
作
物
に
比
較
す
る
と
減
収
割
合
が
一

番
少
さ
い
の
で
あ
る
。
苦
か
ら
稲
は
地
力

で
取
り
、
・
一
は
肥
料
手
間
で
取
る
主
い
わ

れ
て
い
る
の
か
」
裏
宅
一
泊
し
て
い
る
の
で
ふ
る

叉
過
去
に
米
作
り
日
本
一
に
な
っ
た
人
達

の
こ
と
を
調
べ
て
ホ
や
は
わ
土
作
り
に

一

番
苦
労
せ
ら
れ
五

1
六
年
以
上
か
L
て
土

を
作
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
耕
土
が

深
く
堆
厩
肥
が
反
当
五
百
度
以
上
も
施
さ

れ
て
い
る
e

耕
土
に
つ
い
て
は
各
旧
町
村

併
に
土
接
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
か
ら
見

る
と
コ
一
寸
以
下
と
一
五
う
恨
め
て
浅
い
土
地

で
下
に
土
層
が
あ
る
処
は
割
合
多
い
の
に

は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
憾
な
土
地
は
深

く
耕
す
こ
と
に
依
り
州
市
政
が
出
来
る
の
で

あ
り
、
作
土
に
鍛
の
な
い
土
地
が
七
割
以

上
も
占
め
て
い
る
現
況
で
あ
る
即
お
作
土

が
あ
れ
ば
深
耕
で
間
麟
に
刑
政
出
来
る
土
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朝
日
町
の
人
口
動
態

（
昭
和
＝
二
年
二
月
〉

大
平
由
/jil 

ltl. 水
品
噌
安

J・. I前j
ii＼本
1；だ
智 司

横

井

幹

五
ケ
庄

一
品
桜
洋
大
島
清
計

狩
谷
由
佳
子

南
保
勝
限
真
澄

大
家
庄

門
口
博
之

広
川
抗
尖

山
崎

陶
H
戊
回
同

善
川
い
い

1:!i版
本；＊
II宵

茂 w'
A
抗
議
場
徳

谷

渡
辺
清
明
川
口
久
夫

野
中
摺
川
義
明

死

亡笹
川
長
井
と
せ

泊佐
波
仁
三
臆
同
躍
松

越
版
旦
作

五
ケ
斤一

広
間
り
せ

将
来
谷
口
説
助
佐
々
木
伊
次
郎

米
氏
小
太
郎

大
家
」k

t
口
野
平
山
一
エ
門
稲
…
畑
一
伊
次
郎

山
崎
あ
や

野
中
稲
村
ゑ
よ

目
別
川
菊
次
郎

＠
即
寛
樹
苗
（
二一
間
緑
化
連
勤
続
き
）

樹

極

規

格

価

格

樹

極

規
格
価
絡

古
野
桜
一
尺
六

き
り
ら
＝
尺
口
一
一
一五

牡
丹
桜
四
・
0

一支
く
ち
な
し
二
・
O

一章

花
桃
．赤
）
四
・c
gサ
ン
ゴ
樹
亨
C

き

グ

ハ
’U
U
四
・c
g一沈
丁
花

一人
四
互

い
ち
ぢ
く

一ェ
・0

一一口き
ょ
う
竹
桃
一
－
Z

一一一五

花
梅
ハ
赤
〉
四
・0

四C
一サ
γ
キ
〈
赤
）
了
八
回
C

H

ハ
由
）

一？。

問
。
一
平
戸
つ
L
ぢ
一一
・0

望

久
枝
華
）

吉一・
0

四C
一白
木

通

二

・O

九O

く
り
（
銀
寄
L

＝一・
0

＝一主
泰
山
木

0

・八

き

ブ
ド
l

ニ・
o

一
五
日
光
ひ
ば

一ニ・O

三五

ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
1
ダ

一五

葉

松

一
・五

吾

一－
Z

2
（〕

さ
ど
ん
か
赤
子
。

一一五

ち
ゃ
ぼ
ひ
ば
ニ
・
O

九
五

ド
イ
ツ
ト
ヒ
一
－

o
g－P

（
出
〉

一一O

二五

も

み

一
－O

五
託
金
も
く
せ
い
三
・0

歪

桃
（
大
久
保
）
四
・
o
zz
ら
か
ん
ま
き

一色
一
言
．

背
入
手

一一・o
z一O
え
に
し
だ
子
O

官一五
一

南
天
ハ
亦
V

了口

蓋

く
し
ゃ
く
ひ
ば

一

一・
五
問
。
一

M
M

ハ白
V

一
・0

四O
紅
か
な
め
子
O

ニ五
一

金
ま
さ
き
一
－E

－一一冗
水
こ
く

一・
五
五
O

銀
ま
さ
き
ニ
・0

．一一0
か
い
で

0

・
八
六
五

外
に
「
つ
る
ば
ら
」
七
組
「
半
つ
る
ば
ら

」
一
一
位
「
木
ば
ら
」
六
極
も
あ
り
ま
す
。

求

木
下
し
け
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卒
業
お
め
で
と
う
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総

数
境

校

宮
崎
控

笹
川
校

泊

校
五
ケ
庄
校

南
保
校

大
家
庄
校

野
中
按

山
崎
校

さあ号19 第

女
二
四
一一五

一
一
一

一
一
一

六
一一七

二
九
三
九
三

O
一二六

計
五

O
五
三
五
二
六
ご
四

一
四
九
一一一
六
五

一

七
六
四
O
－、，、、
プ

F

中
学
校
卒
業
生
列

火

総

数

二

五

一

二

七

四

日

校

三
三

二

五

泊

陵

一

六

四

二

ハ

一

小
川
怯

七
九

八
八

①

進

路

別

調

ハ
定
時
制
進
一
学
者
数
は
荒
復
）

＠ 喧

校進
学
者

一
八

L

（
定
時
制
一
〉

五

一

O

四

六
b

C

 七
七

（
定
四
）

七
四
一一一一
一

ケ
正
）

文
化
委
民
・
長

。
副
委
片
長

体
育
委
員
長

グ
削
H

家
政
要
員
長

u
H

副
グ

産
業
委
員
長

償
治
判
（
五
ケ
庄
）

森
附
元
就
（
山
崎
〉

中
島
喜
英
（
山
崎
）

高
間
同

一
（
大
家
庄
〉

水
島
幸
子
（
宮
崎
V

h

ホ
定

仁
木
定

米
定

計
一春
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

五
二
五

一
白

四

月

一

日

t
至

四

月

七

日

五
八

一

・

三
二
五

一

長
い
多
ご
も
り
か
ら
解
放
さ
れ
た
北
国

＝
ハ
七

↑地
方
（
北
陸
伯
越
奥
羽
等
）
で
は
四
月
一

日
カ
ら
おザの
火
災
予
防
地
問
を
実
施
す
る

日
本
海
側
に
起
る
特
有
な
異
状
琉
幌
、
即

ち
フ
ェ
ー
ン
現
象
は
、
非
常
に
燃
え
易
い

状
態
に
置
か
れ
る
の
で
、
特
に
火
災
予
防

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
月
一
日
か
ら
七
日
迄
の
聞
に
朝
日
町

第
三
回
朝
日
町

卓
球
大
会
開
催
ヨ
る

一
九

一九一つ
二
七七O五

一二
月
三
日
午
前
九
時
よ
句
泊
中
学
校
講

堂
に
於
い
て
第
三
回
朝
呂
町
民
卓
球
大
会

が
多
数
の
選
手
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
午

后
四
時
盛
会
棋
に
終
了
し
た
。

熱
戦
の
結
果

一
般
男
子

優

勝

泊

三

区

次

勝

一
般
女
子

優

勝

境

次

勝

中
学
生
個
人
男
子

擾

勝

大

平

E
道

大
家
庄

iJJ 
出管

次
勝

安
達
勇

履
か
い
容
の
お
と
ず
れ
と
共
に
、
監
の
光

：
の
メ
ロ
デ
ー
が
学
窓
か
ら
流
れ
る
卒

業
期
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
中
学
校
は
十
九
日
、
小
学
校
は
二

十
二
日
二
十
三
日
そ
れ
人
L
‘
卒
業
式
を
あ

げ
ま
す
．
こ
与
に
六
ヶ
年
又
は
九
ヶ
年
の

学
業
を
終
え
る
青
少
年
に
対
し
、
全
町
民

あ
げ
て
栄
あ
る
卒
業
を
祝
福
し
、
そ
の
多

嬰
な
前
途
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

＠

小

学
日
間
卒
業
生

男
二
六
四＝o
 

一
四
一一一
八
八
一
九
二一一
三
七
二
O
一一一一一

此
職
者

家
事
従
事

そ
の
他

泊

川

町

’

進
学
者
一
一
回

（
定
一

一
一）

就
職
者
間
六

UZ区
生
鉱
山

H
U

2

1
’
1
7
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そ

の

他

七

小
川
怯
進

字

者

五

回

二

一

O

八
四

（
定
時
制
三
）
（
定
時
制
二
）

此

験

者

二

三

五

五

七

八

家

事

従

事

五

五

一
O
一

そ
の
他

0

0

0

一

ハ
判
日
町
教
育
委
員
会
）

一

、、

新
団
長
広
瀬
武
夫
君
の
横
顔

「
何
で
も
わ
か
っ
た
青
年
が
、
何
で
も

わ
か
っ
た
こ
と
を
や
る
」
そ
れ
だ
け
で
あ

っ
た
ら
背
年
運
動
と
一広
え
な
い
。
う
ず
高

〈
附
り
積
る
杜
会
悪
の
中
に
、
人
間
が
人

間
ら
し
い
生
活
を
す
る
よ
う
、
自
分
等
の

足
元
や
生
活
を
見
つ
め
、
そ
の
見
つ
め
た

中
か
ら
問
題
解
決
の
学
習
や
活
動
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
れ
が
背
年
団
活

動
に
他
な
ら
な
レ
の
だ
。
大
き
な
発
展
と

前
進
を
続
け
て
行
く
上
に
於
て
幾
多
の
問

題
は
あ
る
が
、
痛
感
さ
れ
る
と
之
は
、
私

等
は
強
く
団
結
し
て
行
動
す
る
と
と
で
、

そ
こ
に
青
年
運
動
と
し
て
の
、
主
体
性
を

守
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ
、
と
抱

｜吹 vのすに促甲特娯の
｜十ン二る｜坊す、色を会
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九九八八七六接料実施般病
B f.:l 日 日 日日 極は施さ及予
ー九一九九九一一場れび防
三 ~ 三 ( ( t突三頭所る狂法
l - ( 一 一一施。にへか犬に
一一 一 一四二場円つひら病よ
四 時 四 時泊時時所できき犬予り
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負
を
語
る
。
新
川
長
広
瀬
羽目れ
は
五
ケ
正
月

山
地
区
で
、
品
業
・を
蛍
む
真
に
郷
土
に
棋

を
生
し
た
背
年
で
あ
る
。
五
ケ
圧
背
年
団

長
を
一
則
つ
と
め
、
今
度
辿
背
団
長
に
選

任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

月
十
五
日
ほ
下
問
長
及
執
行
委
員
会

県
及
郡
間
関
係
朝
日
町
述
青
派
遣
役
員
を

右
記
の
通
り
選
出
し
た
。

県
膏
評
議
員
、
朝
日
連
背
団
長
広
瀬
武
夫

郡
間
班
事
広
瀬
武
夫
、
前
川
俊
男
、
勝
田

安
正
、
山
崎
秋
山
件
、
大
森
た
か
子

郡
団
監
査
長
原
忠

×
 

× 

× 

× 

、、

お
知
ら
せ

犬
の
登
録
に
つ
い
て

一二
月
廿
七
、
八
、
九
の
三
日
間

於
富
山
大
和
店

舟
川
栄
次
郎
〈
詩
）

控
秋
半
次
（
絵
）

三

人

展

大
平
山
滞
（
脅
）

（
発
起
人
）

横
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E需要萄置
長
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
た
歓
喜

の
息
吹
と
共
に
、
人
皆
の
活
動

は
開
始
さ
れ
る
。

野
中
分
町
問
題
、
年
度
末
で

ケ
リ
と
は
い
か
ぬ
ら
し
い
。
勝

っ
た
と
か
、
負
け
た
と
か
、
そ

ん
な
ケ
チ
臭
レ
考
え
は
捨
て
L

団
結
の
力
で
明
る
い
町
造
り
。
昭
和
三
十

－
年
度
よ
、
さ
ら
ば

、、


